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チェーンソー以外の振動工具の取扱い業務に係る振動障害予防対策指針対応ツールソフトの開発 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・振動障害 

・ツールソフト 

・振動ばく露限界値 

・振動ばく露量 

・安全衛生教育 

・振動低減措置 
2 , 5～9 

改善・取組

みの背景と

課題 

平成 21 年 7 月 10 日に「チェーンソー以外の振動工具の取扱い業務に係る振動障

害予防対策指針」基発 0710 第 2 号が公表された。当該指針にて「特別教育に準じた

安全衛生教育」を実施することが定められているものの、振動ばく露限界時間や振動工

具の取扱い可能時間を求めるには複雑な計算式を用いる必要があり、当該指針の対

象となる企業、特に小零細企業において十分な理解を得るには、補助教材の活用が有

効である。そこで、我々は PC を用いて比較的簡単に振動ばく露限界時間や振動工具

の取扱い可能時間を求めることができ、尚かつ包括的な管理方法も知ることが出来るツ

－ルソフトを開発した。 

 

改善・取組

みの着眼点 

事業者は労働者に対して、振動ばく露時間を適正に管理し、振動障害防止を推進

することが必要であり、そのためには振動ばく露の正しい評価方法、および管理方法につ

いて明確にすることが重要である。したがって、日振動曝露限界時間を求めるのみでな

く、具体的管理の方法を理解することが重要と考え、振動の低減対策、作業環境対

策、工具の選定方法・点検方法、保護具の選択方法、健康管理の方法、振動工具

管理責任者の任務などについても支援することを内容とした。 

改善・取組

みの概要 

開発したツールソフトは Microsoft 社の Power point により作成し、フローシートにした

がい回答していく。使用している工具が指針の対象となることを始めに確認し、対象とな

る場合には工具の周波数補正振動加速度実効値の 3 軸合成値を把握する (把握で

きない場合は、工具の種類による代表値を用いる)。続いて日振動ばく露量 A(8)を求

め、その値が 5.0m/s2 を超える、5.0 以下であるが 2.5 を超える、2.5 以下の場合につい

て、各々の対策を示す内容となっている。さらに作業の内容により、最大の連続作業時

間を求めることができる。 また続いて以下の対策項目について知ることができる内容とな

っている。 

・作業場の環境について (暖房・温水設備、粉じん、騒音、排ガス対策など) 

・振動工具選定について (防振機構、コ－ドやマフラ－、要筋力の程度など) 

・振動工具の保守点検について (管理責任者・定期点検と整備など) 

・作業手順書について (手順書の作り方とポイントなど) 

・振動工具の使用について (作業計画書作成・取扱い方法の注意・改善方法など) 

・保護具の使用について (防振保護具・防音保護具など) 

・体操によるコンディション作りについて (作業前、中、後の体操やストレッチなど) 

・健康診断について (一般健康診断や特殊健康診断の判定と措置など) 

・安全衛生教育について (教育内容と記録など) 

・日常生活上の健康管理について (防寒と保温、趣味による振動ばく露、禁煙など) 

 

さらに、日常生活上の健康管理方法については、寒い時には暖房、手袋、全身を冷

やさない注意を要すること、通勤・日曜大工による振動を回避することの必要性、オート

バイ、振動工具の使用の配慮について、禁煙および栄養を考慮した食事と十分な休

養、体操として 手・腕･肩・腰の筋肉と関節のためにストレッチなどについて、具体的な

情報を知ることができる内容となっている。 
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ツールソフトの構成概要 

ツ－ルソフトの構成は以下のフロ－となっている。①工具の３軸合成値が「３つの条件」

に該当するか、該当しないかにより、工具を使用できる 1 日の最大時間が 2 時間か 4

時間かを判断する。②３軸合成値より日振動ばく露量 A(8)が算出される。合成値が把

握できない場合は示された近似値を用いる。③A(8)より、超えてはいけない使用時間と、

超えないことが望ましい時間が算出される。④作業の特性上、 1 週間の平均値

A(8)week として算出するかを判断する。⑤A(8)が基準を上回った場合は、低減措置対

策が提示される。⑥作業の種類による連続作業時間、休止作業を確認する。 

効  果 

当該指針対象外工具であるものの、多様されており振動を生ずる工具である「エア－

ドライバー」を使用している機械製造工場の作業者 21 名（男性 3 名・女性 18 名）を対

象として、当ソフトの使用による効果判定を試みた。その結果、特徴として「３軸合成値

の意味が理解できた」および「具体的な振動障害の予防方法が分かった」と回答した割

合が増加した。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

このツールソフトは、さく岩機やインパクトレンチ等の指針対象工具のみならず、指針の

対象外であるエアードライバーやロータリハンマー等の工具についても工具に表示されてい

る 3軸合成値を用いることで十分に活用可能である。また、労働安全衛生法に基づく特

別教育に準じた安全衛生教育の補助教材として活用することで、3軸合成値の意味・

具体的な振動低減措置・振動障害の予防方法等について理解に役立つ。また、振動

工具管理責任者・衛生管理者・安全管理者の業務支援にも繋がると思われる。 
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・チェーンソー以外の振動工具の取り扱い業務に係る振動障害予防対策指針について（平成 21 年７月 10 日基発 0710 第 2 号） 

・振動工具の周波数補正振動加速度実効値の 3 軸合成値の測定、表示等について（平成 21 年 7 月 10 日基発 0710 第 3 号） 

・手持動力工具の振動レベル状況調査等事業検討会報告書 （独）労働安全衛生総合研究所 

･製造業における振動工具取扱作業の知識 -振動工具取扱作業教育テキスト- 中央労働災害防止協会 

・振動工具の製造・輸入業者への振動障害予防対策説明会テキスト -製造業その他の業種等に係る振動障害予防対策事業-  

 厚生労働省・中央労働災害防止協会 

・建設業における振動工具取扱作業の知識 -作業者用テキスト-(平成 22 年 4 月 15 日) 建設業労働災害防止協会 

・建設業における振動工具取扱作業の知識-管理者用テキスト-(平成 22 年 4 月 15 日) 
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振動工具を使用している

いいえはい

チェンソ－チェンソ－以外

周波数補正振動加速度実効値の3軸合成値が左記となりますか

超えてはいけない時間

最大作業時間は

把握できる 把握できない

超えない事が望ましい時間

近似値を求める

気温・騒音･

粉じん環境

作業手順・方法

＜3つの条件＞
1.適切な点検、
整備の実施
2.3軸合成値aが
点検・整備の前
後を含めて測
定・算出
3. 振動ばく露
限界時間が当該
測定・算出値の
最大値に対応

工具･点検

連続作業時間･休止時間は

別リストを参照

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの改善(喫煙)

振動障害防止
安全衛生教育

健康管理

保護具

作業の特性上、同
一の作業者が同一
現場で連続作業

対策作業時間

責任者

4時間／日以下

1週間の平均日振動ばく露値を5.0m/s2以下

2時間／日以下

いいえはい


